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中等社会科教育学会会則

1条 本会は中等社会科教育学会と称する。

2条 本会は社会科教育および地理歴史科教育・公民科教育に関する研究を行い， あわせて

会員相互の連帯をはかることを目的とする。

3条 本会は， 前条の目的を達成するために， 次の活動を行う。

1. 研究会・例会の開催

2. 機関誌・会報の発行

3. 資料の収集・交換

4. その他必要と認められるもの

4条 本会の会員は， 本会の趣旨に賛同する者で， 所定の会費を納入した者とする。

第5条 本会の本部は， 筑波大学大学院人間総合科学研究科社会科教育学研究室におく。

6 本会は次の役員をおく。

1名

2 

若干名

2名

2. よび会計監査は総会におい る。

3. 会長および副会長は理事会で選出する。

4. 理事は総会の承認を得て， 会長が委嘱する。

5. 役員の任期は2年とする。 ただし， 再選は妨げない。

第7条 会長は本会を代表し， 会務を総括する。

2. 副会長は会長を補佐し， 会長に事故などがあったときにはその職務を代行する。

3. 評議員は評議員会を構成し， 重要な会務を運営する。

4. 理事は理事会を構成し， 会長をたすけて会務を運営する。

5. 会計監査は， 本会の会計を監査する。

第8条 本会には顧問をおくことができる。 顧間は総会の承認を得て会長が委嘱する。

9条 本会の会議は， 総会， 評議員会および理事会とする。

2. 総会は毎年1回会長が招集する。

3. 必要ある場合， 会長は臨時総会を招集することができる。

4. 総会の議決決定は， 出席会員の過半数をもって行う。

5. 評議員会は， 会長， 副会長， 評議員， 理事， 会計監査， 顧間をもって構成し， 会長の招

によって会務を審議する。

6. 理事会は会長が招集する。

10 条 本会の経費は， 会費， 寄付金， その他をもってこれに充てる。

2. 本会の会費は年額3,000円とし， 毎年6月末日までに納入するものとする。 なお， 学生

は2,000円とする。

3. 本会の会計年度は毎年4月1日に始まり， 翌年3月31 日までとする。

第11条 会則の改正は， 総会の議を経なければならない。

付 則 この会の会則は， 平成17年11 月19日から施行する。



【編集規定】
(1) 本誌は中等社会科教育学会の機関誌である。

(2) 本誌は年1回発行するものとする。

(3) 本誌は本学会の会員の研究およびそれに資する情報の発表の場である。

(4) 本誌の編集は本学会の編集委員会が担当する。
(5) 本誌に掲載する原稿は， すべて編集委員会を経由しなければならない。

(6) 本誌に掲載する原稿の採否は， レフリ ーの審査を経た後に委員会が決定する。

(7) 本誌に掲載する原稿について， 編集委員会は執筆者に内容の変更を要求できる。

(8) 本誌に掲載することが編集委員会において決定した原稿・フロッピ ーデイスクは返却しない。

(9) 本誌に掲載する原稿の執筆者による校正は第1校までとする。 その後の校正は編集委員会が行う。

(10) 本誌に掲載された論文・記事等の抜刷は執筆者の希望によって作製するが， その作製費・輸送費はすべて執筆者が負

担するものとする。

(11) 本誌に掲載する原稿の図版等で， 特別の経費を必要とするものについては， 執筆者が負担するものとする。

【執筆要領】
( 1 )  この機関誌への投稿は， 本学会の会員に限られる。非会員と連名での投稿の際は， 非会員の場合は入会手続きを取ら

なければならない。 ただし， 編集委員会からの依頼原稿の場合は． この限りではない。

(2) この機関誌への投稿原稿は， 未発表のものに限られる。 ただし， 口頭で発表したものや私的に配布した印刷物の場合

は， この限りではない。

(3)投稿は以下のものである。
研究論文 社会科教育の歴史・理論および海外の事例などについての研究

1,200字X 17枚程度

実践論文 学校教育・社会教育などでの自らの社会科教育の実践をふまえた授業研究

研究ノ ート

授業レポート

1,200字X14枚程度

社会科教育の歴史・理論・事例研究や提言

1,200字X10枚程度

社会科の授業や展示の実践紹介
1,200字X3枚程度

社会科教育情報 社会科教育に関連した有益な情報の提供

書評

図書紹介

1,200字xz枚程度

社会科教育に関連した書籍の批評

1,200字X2枚程度

社会科教育に関連した書籍の紹介

400字程度

(4)投稿原稿の本文は必ず一太郎かWordを使って作成する。 その際にA4判

る。 手書き原稿は受理しない。

き， 40字X 30行でペ ー ジ設定す

(5)投稿原稿は完全成稿とし， 打ち出し原稿には図表も貼付する。 また， 必ず英文タイトルも付ける。

(6) 投稿の際は， 打ち出し原稿3部を編集委員会宛に送付する。 掲載が決定した場合は， フロッビ ーデイスクの形でデー

タを提出する。

(7)投稿の際には必ず執筆者の名前・よみがな・所属（職名その他をふくむ）・連絡先（郵便番号・住所・

電子アドレス）を明記する。

(8)投稿のあて先は以下の通りである。

〒112-0001 東京都文京区白山2 - 36 - 5 東洋大学白山第2キャンパス第32研究室

須賀 忠芳 t_suga@toyo.Jp 

(9)投稿を希望する者は， 8月末日までに上記あて先まで事前に連絡をする。

(10)投稿の提出締め切りは， 10月15日とする。
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編集後記
東日本大震災に襲われて， 本年 3 月 11 日で 1 年になる。本学会大会でもシンポジウムにおいて， 被災

地の学校の現状報告をしてもらい， 我々のできることを考えてきた。被災地では小学校の身近な地域の

学習をどうおこなうのかが課題とされ， また避難していた学校には教材をおくスペ ースがなく， 落ち着

いて学習ができるようになったときには， 十分な教材が用意できないこともあると聞く。むろん， 今後

もこのような災害による被害は起こる。それに対して， 今どのような教育をしなければならいのか， 我々

に突きつけられた教育的課題は多く， そして大きい。

さて，『中等社会科教育研究』は，『筑波社会科研究』から通して， 本号で30号となる。本号は， 研究

論文 4 本， 研究ノ ー ト 1 本， 社会科教育情報 2 本， 書評を掲載することができ， 実践論文がないものの

充実した内容となった。投稿して頂いた会員には厚く御礼申し上げます。また， 本誌は査読制をとって

いる。貴重な査読意見をいただいた方にも厚く御礼申し上げます。

本号では， 大学院生の投稿が多かった。本誌が若手研究者の研究を公表する場となっていることの証

であるが， 本学会の特徴は現職の小・中・高校の教員が多く会員となっていることにある。理論的研究

だけでなく， 実践的な論文も是非投稿していただきたい。多くの社会科教育者の研究の交流場とするた

めにも， 学校現場が多忙であることは存じあげているが， 実践論文の投稿もよろしくお願いします。

本号の編集事務は， 東洋大学の須賀忠芳先生に担当していただいた。編集事務は， 気苦労の多い仕事
で， 大きな負担を強いている。このように充実した内容になったのは， 彼の奮闘によるところが大きい。

感謝します。

本誌の制作にあたっては， 編集委員一 同細心の注意をはらっているが， いたらないことも多々あると

思われる。多忙な本務の中で，この仕事をやっていることに免じて大目にみていただければ幸いである。

また， 2012 年度は， 投稿論文の意志表示を 8 月末日までにおこなってもらい。原稿の締切りを 10 月 15

日とする予定である。会員の皆様の投稿をお待ちしております。

今後とも， 会員の皆様のご協力とご理解の程， よろしくお願いします。

（井田仁康）

編集委員会

委員長 井田 仁康 （筑波大学）

委 員 大野 新 （筑波大学附属駒場中・高等学校）

鎌田 和宏 （帝京大学）

川崎 誠司 （東京学芸大学）

栗原 久 （｛言州大学）

須賀 忠芳 （東洋大学）

関谷 文宏 （筑波大学附属中学校）

田尻 （共立女子大学）

寺本 誠 （お茶の水女子大学附属中学校）

野口 剛 （筑波大学附属高等学校）

谷田部玲生 （桐蔭横浜大学）
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